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1                 理科 (生物)学習指導略案

「                                        指導者 田村 洋佑 印

1 日   時 平成 30年 1月 24日 (本)第 3限

2 ク ラ ス 3年 7・ 8組 |(男子 6人 女子 5人 計 11人 )

3 場   所 生物室                               '

4 単   元 生殖と発生 動物の配偶子形成 と受精

5 取 り上げる学習活動と教材

学習活動 :ウ エの受精の観察。

, 教材 :数研出版 「改訂版 .生物」

6 本時―の目標

(1)ウエの人工授精を行つて,.受精のようすを観察し,理解を深める。 【知‐識 。理解】

7 本時の展開                 
°

この授業の後,使用したウニは全て廃棄する予定であったが,授業を受けた生徒 1名 とその友人たちが,ウニを長

生きさせるために自発的な活動を見せたため,報告する。.

過程 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価の観点

導入

5分

展開 1

10分

まとめ

5分

プリントを配布する

パワーボイントを用いて本時の流れの確認する

ウニの人工授精を行う

。他のグループが作成 した問題を解いてみることで ,

の知識を深める。

授業を振り返る

・振り返リシー トを用いてこの授業に対する自らの取り組み

を振り返る。

本時の展開の時間を確保するため

に,効率良く行 う。

安全に行えるように注意させる。

ウニのからだの構造 ,放JF・ 放精の

原理を理解できるように促す。

生徒が滞 りなく観察ができるよう

に,適宜助言をするc    i

プリントに記入し,本時の内容を

振 り返る。         i

【知識。理解】

【知識 。理解】



渋

醤

鸞

颯

絣

螢

　

根

（匝
響

駅

」
師
肺
∬

撫

磁

暉
朧
口
皿

）冊
ユ
　
　
　
　
ヾ
聖
部
　
　
（　
　
）冊
迎
　
　
　
　
ヾ
聖
部
　
　
（　
　
）
絆
迎
　
　
　
　
ヾ
迎
邸

期
ヽ
Ｋ
ヘ
ト
ミ
ヽ
　
　
期
爆
く
ヽ
（
ヽ
　
　
　
国
黙
Ц

興
爛
　
　
　
菫
К
凛
　
　
　
薇
錮
墨
曽
　
　
　
黒
製
黒
∞

薇
製
畢
守
　
　
　
黒
震
黒
Ｎ
　
　
　
」ヽ
彙
Ⅸ
　
　
　
」ヽ
禦
獣
Ｋ

局
や
卜
、
ヽ
κ
Ｎ
Ｏ
ρ
冬
Ｅ
憮
ぎ

む^
０
掏
巳
０
２
聖
部
掟
相
）
無
饉
（Ｏ

．局
や
ヽ
、
ヽ
Ｋ
掏
中
彙
代
）

〔　
　
　
　
　
　
　
　
〕
車
ヽ
般
回

）辮
ユ
　
　
　
　
　
中
準
　
　
　
　
　
〔　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　

棄
、
期

¨
熙
暉
Ｃ
ｌｌ
ヽ
収
Ｄ
眠
郎
曾
）畔

輩

Ю
卜
螺
“

＾
ｓ
測
堰
Ｈ
掏
案
ヽ
投
回
り
К
ヽ
ヽ
２
ヽ
卜
κ
ミ
ー
Ｋ
６
【

熙
椰
Ｃ
黛
ヽ
投
回
Ｑ
）

．Ю
卜
熙
郡
）
０
麟
颯
へ
二
暉
肛
世
捜
―

．や
拘
彙
Ⅸ
´
駄
禦
麒
Ｋ
Ｏ
ｌ
Ｒ
Ｉ
知
２
眠
檬
椰
爆
準
ぶ

．Ю
卜
熙
邸
掏
中
攣
Ｏ
準
Ⅸ
ヤ
中
翠
Ю
悩
蝋
里
ｓ
眠
Ｏ
駄
換
中
概
“

Ю
ぺ
民
２
晨
荘
゛
晨
蓑
Ｃ
目
誌
世
劇
へ
掏
中
禦
型
０
縫

＾゙
築
姜
０
鮎
螂
掏
駄
紫
嶽
Ｋ
Ｃ
目
維
士
ざ

照
邸
Ｃ
禦
獣
Ｈ
く
３
）

．Ю
卜
檬
暉
掏
象
理
獣
Ｋ
）
迪
含
ヽ
ヽ
ゝ
ヽ
女

＾
い
麟
掏
駄
星
目
龍
世
お

．Ю
卜
ぶ
郷
掏
中
繋

）^
誉
晨
掏
κ
卜
ヽ
１

く
へ

）^
や
Ｃ
せ
К
ヽ
狡
た
ヽ
卜
К
掏
卓
劇

．β
総
縫
）
ペ
ミ
Ｄ
へ
掏
Ｋ
壇
せ
来
鰹
型
Ｄ
■
ｓ
麟
望
ゝ
ｌ
ヶ
ヽ
ぶ

照
螂
Ｏ
中
妻

・
歌
Ｑ
）

Ю
卜
殴
瑯
Ｓ
型
０
ポ

〉
月
）
Ｋ
里
混
楓
壼
吼
誅
い
緊
ｓ
麟
掏
縁
業
出
来

．Ｓ
バ

一Ю
卜
測
駄
彙
颯
米
掏
£
劇
　
い
ポ
回
黒
カ
ミ
）
Ｋ

腱
）
鯛
掏
部
゛
熙
＝

．和
饉
ｓ
麟
掏
＝
へ

ｏ^
型
£
゛
虻
楓
漑
Ю
総

．Ю
〉
）
０
椰
型
２
撻
Ｃ
＝
へ
１
「
饉
駄
尋

．
〉
絆
）
Ｄ
二
い
４
■
姜
Ｄ
軽
将
）
良
く
せ
ヽ
―
■
ヽ
Ｖ
Ｄ
■
ｓ
麟
や
凛
禦

和^
医
ｓ
罫
掏
――
へ
）
″
小
く
星
゛
口

、壼
く口
黙
Ｏ
繊

．Ю
姜
せ
い
↓
Ю
卜
嘔
■
築
Ｋ
聴
）
゛
皿
ポ

．壼
中
業

ヘ^
ー
　
〉
黎
）
や
約
駄
褻
椰
椰
Ｃ
や

、壼
く口
黙
Ｃ
同
　
Ю
晨
判
ョ
褻
案
駄
Ｃ
ボ
早
Ｏ
ｄ
駆
紙

壼^
ミ
総
）
彗
“

．）
測
輝
黒
神
経
嫁

一
ｏ
Ｍ
ヽ
日
鷺
ｏ
０
４
韓
口
圏
ベ

・Ю

ヤ
Ｃ
）
Ｄ
せ
↓
掏
旧
蝠
２
い
ち
Ｃ
図
卜
ニ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
知
型
Ｄ
型
捏
掏
Ｋ
腱

）^
鯉
掏
壕
量

．
〉
螢
ｓ
麟
）
ェ
、
ゃ

ヽ
「
掏
眸
口

．
５
５
）
″
卜
く
押
喘
層
回
Ｃ

（
い
■
却

ミ域
咄
Ｃ
κ
ヽ
ヽ
‘
К
、
卜

Ａ）
路
ｒ
Ｏ
旧
闘
Ｏ
ｌｌ
へ
＾

蝶
緊

と
い
緊
（Ｊ

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
択

（Ｃ
´
型
ツ
嘔
ヽ
嵐
Ｃ
型
出
期
凛
姜
０
３
Ю
■
）
蒸
ヽ
製
回

―^―
へ
型
和
ｕ

¨
李
ヽ

Ｋ
腱

輝^
豫
く
ヽ
へ
Ｒ
ざ
雲
ヽ
日
『
ｏ
¨
嘔
照

″
卜
く
扁
職

、工
、
や
、
「
　

ェヽ
、
マ
』
颯
爆

Ｉ^
Ｒ
Ｉ

知

　

＾ゝ
ｌ
ゃ
ヽ

、目
誌
世

κ^
卜
ヽ
Ｌ
ヽ
卜
К
ミ
ー
Ｋ

κ^
ヽ
へ
た
ヽ
卜
К

κ^
ヽ
ヽ
―
く
Ｒ

螂^
毯
懸

¨
嗽
離撃

冊

い
４
Ｄ
職
田
掏
ご
黙
α
‘
せ
怪
゛
桑
珠

）^
Ｄ
檬
椰
や
嵐
Ｏ
型
麒
姜
Ю
‘
Ю
３
却
準
Ⅸ
Ｏ
ＩＩ
ヽ

Ｅ
田

＝
拙

嘔

期

胴
蔦

叫

Ｈ

イ

ぶ

Ｐ

＝

゛



生徒の自発的な活動の概要

稚ウエを海水中で放置すると,時間経過によつて増殖 した細菌によつて捕食され全滅することを知った生徒は,

稚ウエと細菌を分離する方法を模索 した。検鏡によつて稚ウエと細菌の大きさに明確な差があることから,ろ紙

によつてろ過することを試みた。稚ウエを培養 している海水の一部をとり,ろ紙でろ過 したところ,稚 ウニはろ

紙の上に残 り,細菌はろ紙を通過した液体に存在することを検鏡によつて確認 した。この確認作業を終えた後に,

稚ウエを培養 していた海水のほぼ全量をろ紙によつてろ過 し,稚 ウニは新しく用意 した海水中に放した。新 しい

海水中にも少量の細菌の姿は認められたが,ろ過する前と比較すると,その量は明確に減少 していた。これによ

り, ウエが細菌によつて補食されるリスクは大きく減ったと考えられる。

以上のことを,生徒が自発的に行つた。

貪筵虫蜀輻|

餘 ■ 1■ |■
2月 4日 (月 )の顕微鏡像

細菌が大きく成長 している

1月 30日 (水)の顕微鏡像

(火 )ろ過後,新

1琴鰈 ■甲鰈

しい海水中に放 した稚ウエの顕微鏡像

んど見られなくなつた。
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